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《一般保護者向けセミナーご取材依頼》 
 
 
 
 
 
 

2010 年 7 月 29 日 

株式会社ボーネルンド 
 

夏休み向け親学セミナー 
“あそびの力が、子どものからだの危機を救う！”を開催 

～山梨大学人間科学部准教授（発育発達学、健康教育学）中村和彦氏が講演～ 
 

子どもの健全な成長に寄与することを目的に教育遊具の輸入・開発・販売を行う株式会社ボーネ

ルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、発達段階における子どもの「あ

そび」の重要性、および「あそび」をサポートする屋内遊戯施設の役割についてのセミナーを、

一般父母・教育者・保育者向けに 8 月 7 日（土）10 時 00 分よりギャラクシティ・青少年センタ

ーにて開催いたします。 
 
足立区が 2010 年 6 月に発表した「平成 21 年度 足立区体力状況調査」結果報告によると、区内

の児童は全国や都の平均と比べやや肥満傾向であり、体力調査を実施した 8 種目中、上体起こし、

反復横飛び、20m シャトルラン、立ち幅飛び、ソフトボール投げの 5 種目において、全ての学年

男女とも全国や都の平均を下回っています。このような子どもの体力低下に対し、当社は親子の

「あそび」を通じ足立区の子育てや教育に寄与したいと考えています。 
 
セミナーでは、発育発達学・健康教育学に詳しい山梨大学の中村和彦准教授が、現代の子どもの

からだに起こっている異変と危機、それに対して保護者ができることや親子のあそび場が社会に

果たす役割を、子どもを持つ一般保護者の方・教育者、保育者の方へご説明いたします。 

【 実 施 概 要 】 

日 時： 2010 年 8 月 7 日（土）10 時 00 分～12 時 00 分（受付開始 9 時 45 分～）

会 場： ギャラクシティ・青少年センター（東京都足立区栗原一丁目 3 番 1 号）

交 通： 東武伊勢崎線 西新井駅東口より徒歩 3 分 

講 師： 山梨大学人間科学部 准教授（発育発達学、健康教育学） 中村和彦 

内 容 （ 予 定 ）： 

・現代の子どものからだに起こっている異変と危機 
・保護者が子どもの健全な成長のためにできること 
・親子のあそび場「KID-O-KID

キ ド キ ド

」の取り組み 

対 象： 一般の父母、教育者、保育者  

定 員： 100 名（先着順） 

参 加 費：  

無料 
※キドキド パサージオ店にて 1 日フリーパス・平日フリーパス・回数券の

いずれかをご購入のお客様を無料ご招待いたします 

申 し 込 み 先： 「キドキド パサージオ店」（Tel：03-5888-6081） 
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ボーネルンド 親学セミナー 出席申込書 
≪FAX 返信先：03-3486-7502≫ 

※大変お手数ですが、8 月 6 日(金)中にご返信くださいますよう宜しくお願いいたします。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ご出欠 
□ ご出席（8 月 7 日(土) 10 時～12 時） 

□ ご欠席 

貴社名 
 

貴媒体名 
 

 

貴部署名 
 

 

ご芳名 
 

 

ご連絡先 
TEL 

 
FAX 

 

カメラの有無 □ スチール       □ ムービー 

備考 
※ご要望、ご質問などございましたらご記入ください 

【ギャラクシティ 青少年センター】 
アクセス：東武伊勢崎線 西新井駅 東口より徒歩 3 分 

（東京都足立区栗原 1 丁目 3 番 1 号） 

2010 年 8 月 7 日（土） 10:00～12:00 （9:45 受付開始） 

株式会社ボーネルンド PR 事務局 担当 内藤 行き 
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【山梨大学准教授 中村和彦 プロフィール】 
 

1960 年山梨県生まれ。 
山梨大学人間科学部准教授。専門：発育発達学、運動発達学、健康教育学 
他に、文部科学省中央教育審議会スポーツ・青少年分科会スポーツ振興に関する特別委員会委

員、日本体育協会ジュニアスポーツ指導員部会部会長、日本オリンピック委員会（JOC）ゴー

ルドプラン専門委員会委員、NHK 教育テレビ番組「からだであそぼ」監修など。「子どものか

らだが危ない！」（日本標準）など著書多数。 
 

 
【KID-O-KID

キ ド キ ド

について】 
 
「KID‐O‐KID

キ ド キ ド

」とは、親子一緒に運動やあそびを楽しめ、子どもの“こころ・頭・からだ”

のバランスがとれた発育をサポートする屋内遊戯施設です。運動科学の先進国といわれるデン

マークの教育理論に基づき開発された遊具を中心に、全身を使う運動遊具や 0 歳児でも安全に

遊べる小型遊具など、幅広い年齢層の子どもたちが発達段階に応じたあそびを存分に楽しめる

遊具やしかけを多数配し、全体を構成しています。 
 
 

【ボーネルンドについて】 
 
ボーネルンドは、“あそびの道具と環境”を提供することを通じて子どもの健全な成長に寄与す

るため、1981 年に設立。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道

具”を提案、全国約 80 ヵ所で直営店舗を運営しています。また、同時に幼稚園や保育園、公園

などに高品質な大型遊具や教育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在まで

に手掛けた実績は国内約 3 万ヵ所まで拡大しています。 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

≪報道関係の方のお問い合わせ先≫ 

株式会社ボーネルンド 広報 

担 当：村上 

T E L：03-5785-0860 / 080-5901-3591 

E-mail：y-murakami@bornelund.co.jp 

株式会社プラップジャパン 

担 当：内藤、伊藤、山口 

T E L：03-3486-6868 

E-mail：bornelund@ml.prap.co.jp 

≪一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）≫ 

株式会社ボーネルンド   TEL：0120-358-518 

 


